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血液凝固因子製剤の納入先医療機関の調査について   

血液凝固因子製剤の納入先医療機関を対象として、平成20年2月5日付で実施した血液  

凝固因子製剤の投与実態等の調査の結果について、 平成22年1月12日までに回収した医  

療機関からの回答をとりまとめた状況についてお知らせいたします。  

1．調査等の状況  

（1）調査実施期間  平成20年2月5日～平成20年3月14日  

（ただし、現在も回収中）  

（2）対象製剤 28製剤  

（3）対象製剤納入企業数12社（現在の存続会社は6社）  

（4）対象施設数  

・企業から提出された対象製剤の納入先施設数 2′899施設（名称がカタカナのみの  

施設や不明施設等を含む）  

・このうち、所在地等が不明であった施設を除いた2′630施設に調査票を送付  

（5）回答施設数  

・調査票を送付した2′630施設のうち、2′442施設（93％）から回答がありました。  

（なお、118施設（4％）は廃院・住所不明等により調査票が未達でした）   



2．調査結果の概要  

（1）施設ごとの血液凝固因子製剤の投与の実態  

A．全て血友病の患者のみに投与した   
921施設  

32％   
（封施設）  

B．書類等により製剤を患者へ投与した事実がな  162施設   
6％   

いことを確認した   （1施設）   

C．製剤を患者に投与したかどうか確認できない   
刀r5施設  

27％   
（8施設）  

D．血友病の患者にのみ製剤を投与したかどうか   
437施設   15％   

確認できない   

E．血友病以外の患者に製剤を投与したことを確   
190施設   7％   

認した   

F．未回答の施設   70施設   2％   

G．文書が到達せず、他の情報も存在しないため   
75施設   3％   

分類不能   

H．住所等不明により文書を送付できなかった施  269施設   
9％   

設（カタカナ名のみ及び名称不明含む）   

合 計  2′899施設  

※ かっこ内の数字は、調査票が未達であった118施設のうち、平成8年調査結果等の情報に  

より分類された施設数。  

この表のうち、C～Hの分類に該当する施設を、血友病以外の患者に血液凝固因子製剤  

を投与した可能性がある施設（1′816施設）として、ホームページで医療機関名等を公表し  

ました。  

（2）血友病以外の患者への血液凝固因子製剤の投与実態  

血友病以外の傷病で血液凝固因子製剤の投与が判明した医療機関数と元患者数  

◆ 医療機関数   190施設  

◆ 元患者数  1′758人  

（なお、元患者数については、複数の製剤を重複して投与されている方もおられ  

ることから、集計上、のべ人数としている）   



【内訳】   

（∋加熱・非加熱別の投与実態  

◆ 非加熱製剤  1′亜7人※（82％）  

◆ 加熱製剤  311人（18％）  

※なお、非加熱血液凝固因子製剤の投与実態を調査した平成13年調査の時点では、製剤の投与を受  

けたと特定された人数は1′7異人であった。  

②製剤の種類ごとの投与実態  

◆ 第ⅦⅠ因子製剤 161人（9％）  

◆ 第Ⅸ因子製剤 1′593人（91％）  

◆ その他製剤   4人（0％） 

③対象製剤ごとの投与実態  

1 コンコエイト  

2 プロフィレート  

3 コンファクト8  

4 へモフィルS  

5 へモフィルH  

6 クリオプリン  

7 コーエイト  

8 ハイクリオ  

15 クリスマシン  

16 PP SB－ニチャク  

17 コーナイン（ミドリ十字）  

18 コーナイン（カッター）  

19 プロプレックス  

20 ベノビー ル  
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218人  

21クリスマシンHT  

22 PPSB－HT「ニチャク」  

23 ノバクトF  

24 コーナインHT  

25 プロプレックスST  

加
熱
第
Ⅸ
因
子
製
剤
 
 

177人  

9 コンコエイトHT  

lO コンファクトF  

ll ヘモフィルS－T  

12 へモフィルH－T  

13 コーエイトHT  

14 ハイクリオHT  

26 オートプレックス（非加熱）  

27 ファイバ「イムノ」  

28 オートプレックス（加熱）  

単純合計（重複あり）  1，758人  

顔賢与をβ芽ぐノ人身  す，65丁人  

（3）元患者の方へのお知らせの状況  

患者総数（重複投与を除く）   1．651人   割合   

お知らせした   436人   26％   

お知らせしていない   1′215人   74％   

段与炭に原族二爵筈／こよク屠亡   揮46ノ八）   （70％）   

麒克が不断比連：好がつか患い   （ユ4βメ）   （12％）   

β塵／・C劇肝炎鎗姪であることメj＼紺野Lたため   甘L刃   β％）   

今訝お知らせする予定’   （1乃人）   （14％）  



（別表）  

投与年について回答があった元患者数の投与年別の内訳及び特定製剤の投与年別の内訳  

人数  

投与年  28製剤  
特定製剤※  

PIちB一  コーナイン  クリスマシン  
合計  クリスマシン  

ニチャク  （ミドリ十字）   HT   

0人   0人  

昭和48年   0人  0人   

昭和49年   4人  4人   0人  

昭和50年   4人  4人   0人  

昭和51年   7人   0人   7人   0人  

昭和52年   4nn 0人   4人   0∧  

昭和53年   68人   56人   0人   7人  

昭和54年   ラァ人   61人   12人   0人  

昭和55年   131人   112人   7人  

昭和56年   150人   118人   5人  

昭和57年   221人   156人   25人  

昭和58年   200人   148人   15人  

昭和59年   1ア6人   108人   21人  

昭和60年   167人   122人   13人  0人   

昭和61年   7ア人   42人   6人  5人   

昭和62年   22人   6人   0人  3人   

昭和63年   27人   2人   3人  1人   

昭和64年  

／平成元年   
24人  14人   

平成2年   12人  8人   

平成3年   3人  3人   

平成4年   4人  
‾ 

2人   

平成5年   人  0人   

平成6年   6  0人   

平成7年   6人  

平成8年   7人  

平成9年   16人  

平成10年以降   183人  

投与年不明   161人   52人   92人   0人   9人   

合計   1．758人   983人   218人   7人   45人   

※r特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第IX因子製剤によるC型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支給   

に関する特別措置法」に規定する製剤   




